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高知県安芸市で採集されたモンクチビルテントウ 
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種の記録 

Coccinellidae テントウムシ科 

Platynaspis maculosa Weise, 1910  

モンクチビルテントウ（写真 1） 

標本 

採集年月日：2022年 11月 4日．採集場所：高知県安

芸市井ノ口乙（33.538153N, 133.915307E）．採集方

法：見つけ採り．採集数：1 個体．全長 2.5 mm．標本

保管：個人所有． 

種の特徴 

斑紋は同属のヨツボシテントウ Platynaspis lewisii 

Crotch, 1874 に似るが，2 対の黒紋が大きく横長であ

る（阪本，2018）． 

備考 

本種の学名には従来 Phymatosternus maculosa 

(Weise, 1910)が使用されていたが（鈴木，2022），

Slipinski and Tomaszewska （ 2002 ） に よ っ て ，

Phymatosternus 属は Platynaspis 属のシノニムとされ

たため，本報ではこれに従った（なお，属名が女性形

であるため種小名も女性形に変更）．モンクチビルテ

ントウは中国・台湾・ベトナムに分布し，国内では松原

ほか（1998）によりモンマダラテントウの和名で記録さ

れた移入種であり，現在では本州・九州・南西諸島に

分布を広げている（阪本，2018）．四国地方からの公

式な記録は確認できず，本報が初めての記録となる

可能性がある． 

林縁部の葉上で静止していた本種を採集した．周辺

を探索したが，追加個体は得られなかった．採集され

たのは 1 個体のみであり，今後は本種が県内に定着

しているかを含め，分布状況の調査を進めていきた

い． 
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写真１ Platynaspis maculosa Weise, 1910 モンク

チビルテントウ 
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